
はたらく女性の第69回

（全国連絡先）〒113-8462 東京都文京区湯島 2-4-4 平和と労働センター４F 全労連女性部気付 TEL.03-5842-5611
（岩手連絡先）〒020-0015 岩手県盛岡市本町通二丁目1-36　浅沼ビル5Ｆ  TEL.019-625-9191

第69回はたらく女性の中央集会実行委員会・岩手県実行委員会主催

保育室あります参加協力費

記念
講演

会場参加、オンライン参加とも
・1日 1,000円 ・2日間 2,000円 ・学生無料 要事前申し込み　●保険代等１日500円

10月20日締切

11/16
1日目 全体会 13:30～16:10（開場12 :30）岩手県公会堂大ホール

文化行事  北上翔南高校　鬼剣舞部

4つの分科会（平和、働き方、防災、女性差別撤廃条約）
2つの見学分科会（盛岡歴史散歩、被災地ツアー）

和田 靜香さん（ライター）

岩手県公会堂
産業会館（産ビル）
水産会館

土

▶岩手県公会堂　盛岡市内丸11番2号　TEL 019-623-4681
▶産業会館（産ビル）　盛岡市大通1丁目2番1号　TEL 019-626-8152
▶水産会館　盛岡市内丸16-1　TEL 019-623-8141
●いずれもJR盛岡駅東口の駅前バスのりば⑤⑥番線から
「バスセンター行き」乗車８分、 「県庁・市役所前」バス停下車徒歩１分
※産業会館（産ビル）へは1つ前のバス停「中央通一丁目」でおります
●タクシー９分　●徒歩２６分

1965年生まれ。相撲・音楽ライターにして、政治ジャンルでの著書に『時給はいつも最低賃金、これって私のせいです
か？　国会議員に聞いてみた。』『選挙活動、ビラ配りからやってみた。「香川1区」密着日記』『50代で一足遅れてフェミ
ニズムを知った私がひとりで安心して暮らしていくために考えた身近な政治のこと』（左右社）など。2024年1月全労
連新聞で小畑雅子議長と対談。「中高年シングル女性の生活実態から見える問題」（月刊全労連2023年12月号）

プロフィール

軍事拡大・大増税NO！
平和憲法生かし、いのち・くらし・人権守ろう！
ジェンダー平等と公平な社会の実現を

11/17
2日目 分科会

10:00～12:30（開場9:30）
日

きたかみ しょうなん おに  けんばい

基調報告、たたかいの交流、決議・アピール採択など。
終了後、デモ行進を予定しています。

オンライン
参加も可能
です。

私たちが安心して暮らすために
考えたい身近な政治
私たちが安心して暮らすために
考えたい身近な政治
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in 岩手中央集会



見学分科会は往復はがきによる事前申し込みが必要です。
10月20日（日）必着。応募多数の場合は抽選になります。
●往はがきに①希望見学分科会名②申込者氏名③住所④当日連絡可能な電話
番号（携帯）●復はがき表に返信先住所を記載（裏は白のまま）。返信ハガキで参
加要項を送ります。

はたらく女性の
中央集会とは…

1956年に東京で第1回集会を開催。以来、毎年、女性労働者・業者婦人・農林漁業の女性や女性団体が
共同して、女性のはたらく権利や、くらし・労働条件の改善、平和・ジェンダー平等の実現・女性の地位向
上をめざして学習・交流・討論をしています。多くの県で地方集会が開催されています。

〒113-8462 文京区湯島2-4-4　4F　全労連気付　はたらく女性の中央集会

〈オンライン配信について〉
■オンライン参加者には、受付後、メールで
参加方法と視聴用URLを送ります。

〈参加申込と参加協力費の徴収について〉 
■会場参加もオンライン参加も事前申し込みが必要です。
・実行委員会団体の方➡所属団体にお問い合わせください。
・実行委員会団体に所属していない一般参加の方➡グーグル
フォームからお申し込みください。参加協力費の事前振り込
みが必要です。キャンセルの場合払い戻しはありません。

〈宿泊について〉宿泊は下記をご紹介しています。 
常磐交通観光　東京営業所　（担当 奥村さん）
〒162-0052　東京都新宿区戸山3-15-1
TEL03-6273-8370　FAX03-6273-8570　mail:okumura@jkknet.jp

申込締切 10/31 木

申込締切 10/31 木

※

自分の生き方を
切り拓くのは自分

ジェンダー視点から
防災を考える

いのち・平和を
映画監督と考える

女性の権利を国際基準に！

分科会名 分科会の内容・講師

第１分科会

第3分科会

第2分科会

もりおか歴史散歩

陸前高田を行く
―東日本大震災津波と今

第4分科会

見学分科会1

見学分科会2

NHK朝ドラ「虎に翼」から見る女性の生き方に始まり、幸せに生きるために憲法をどう活かしていくか学び
合います。非正規雇用、シングルマザー、農業や航空の現場で働く女性たちの問題も共有しながら、自分ら
しく働く、自分らしく生きることの意味を考えましょう。

助言者：渡部容子弁護士（盛岡さくら法律事務所・女性専門の弁護士）

今年元旦に起きた能登半島地震では、救援の遅さや届かない支援物資、進まない生活再建など、災害に対応
した物も人も足りていないことが露わになりました。当然災害に遭っても暮らしは続きます。女性や災害
弱者の人権を守るために、日常から備えたいことを考え合いましょう。

助言者：宗片恵美子さん（特定非営利活動法人イコールネット仙台常務理事）

岩手県北上市を拠点に、いのちや平和に関した映画「廃墟と化した鉄の町ー釜石艦砲射撃の記録」「沖縄
1965」「いのちの作法」を創り続けているプロデューサーの都鳥伸也・都鳥拓也さん。作品への想いを語っ
てもらいながら、新たな戦前にさせないために、みなさんと一緒に「いのち」「平和」について考え、活動の交
流をしましょう。 助言者：都鳥伸也さん（映画監督/プロデューサー）

2024年の日本のジェンダーギャップ指数は146カ国中118位。女性差別撤廃条約を批准して39年、
世界から取り残されている日本。10月、国連女性差別撤廃委員会の第9回日本報告審議のロビー活動に
婦団連代表団として赴いた柴田さんの臨場感あふれる報告をお聞きします。ジェンダー平等実現に向
けて考え、行動していきましょう。

助言者：柴田真佐子さん（日本婦人団体連合会会長）

自分の意思を貫いて生き、原爆で散った戦前の宝塚スターで映画女優の園井恵子さん、反戦歌人・鶴彬さ
ん、住民の25％が参加した大闘争・「南部三閉伊一揆」、そして賢治・啄木のゆかりの地を歩いて訪ねながら、
民主主義を求める戦前の岩手のたたかいに学びます。 

案内人　牛山靖夫さん（国賠同盟）、中村健さん（いわて労連事務局長）

東日本大震災から13年半。甚大な被害を受けた陸前高田市の復興はどこまで進んだのか。東日本大震災津
波伝承館（いわてTSUNAMIメモリアル）と「奇跡の一本松」などの震災遺構を見学し、被災地の今とこれか
らの防災について学びましょう。

定員20人

定員50人

➡

申し込み先

2日目　分科会 岩手県公会堂21号室、26号室
産業会館7F / 水産会館大会議室11月17日（日）10：00～12：30（開場9：30）

※

※
※８時半に盛岡を出発し16時盛岡駅着予定です。最少催行人数35人
　参加協力費と別に実費（バス代昼食、保険料込5000円前後）が必要です。

国連女性差別撤廃委員会の第9回
日本報告審議を受けて


